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府立生野聴覚支援学校
		校長　杉本　幸一

平成31年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	誇りと喜びを持てる学校　　　　　　
～夢にむかって　チャレンジ！　そしてあきらめない心をたいせつに～
　　　友達を大切にする子ども　勉強やスポーツに一生懸命取り組む子ども　自分の目標に向かいあきらめないでチャレンジを続ける子どもを育てる
１ 安全で安心して生活できる学校
　（１）豊かな人間性と人権感覚にもとづき、ひとりひとりの人権が尊重された学校をめざす。
　（２）子どもたちの命と健康を守るため、災害や感染症等に備え、事前のリスクマネジメントと危機管理に強い学校をめざす。
２ 「確かな学力（学習への意欲や主体性、課題解決力）」を伸ばす学校 
（１）聴覚障がいの特性にあわせた教育活動を充実し、子どもたちの個性や能力等を最大限伸ばすことをめざす。
３ 多様な就学・進路選択の実現
（１）聴覚障がいの状況や本人、保護者の要望等に応える充実した進路指導をめざす。
　（２）幅広い進路選択に向けたキャリア教育の充実。
４ 聴覚障がい教育の高い専門性を有する学校
（１）深い幼児児童生徒理解に基づく指導により、個々に応じた聴覚障がい教育を充実。
５ 組織的なセンター機能による地域支援
（１）地域のニーズに基づく適切な支援活動により、地域（就学前、幼・小・中学校）における聴覚障がい教育の支援機能を果たす。
６ 校内外の有機的な連携による学校運営
　（１）的確な学校情報の提供と働き方改革に則した学校運営をめざす。
　（２）幼稚部、小学部、中学部が連続した学びの場となるよう、必要な情報共有に努める。


２　中期的目標
	１ 安全で安心して生活できる学校
１）人権意識の向上と人権尊重の実践力の向上
　　ア　いじめ、体罰、セクハラ等を許さない、人権意識の向上と研修の充実。
　　イ　友だちを大切にする心、思いやる心を育てるため、人権尊重の教育をすすめる。
２） 防犯・防災対策の充実
　　ア　災害時における備蓄物品の整備と、安否確認等の緊急時連絡通信方法の確立。
　　イ　校内の文字情報システムを整備（未設置教室、未設置特別教室に設置）し、防犯に対しても緊急対応力を高める。
３）健康安全管理の徹底
　　ア　感染症、熱中症予防及び食物アレルギー対応等に係る包括的な健康安全体制の構築。
　４）外部人材活用の充実
　　　ア　スクールカウンセラー等の福祉医療人材活用の充実を図り、幼児児童生徒・保護者・教員が安心できる環境を作る。
２　将来を見据えた学力の向上
1） ＩＣＴを整備・活用し、視覚からの情報を大切にした「見てわかる授業」づくりを推進する。
2） 各種コンクール等への“一人ひとつチャレンジ”を定着させ、幼児児童生徒の学習意欲を向上させる。
　３）デジタル図書の導入を図り、児童生徒の読書活動を活性化する。
　４）新学習指導要領に対応すべく英語教育など教科指導や指導法の充実をはかる。
　５）手話学習の場を設定し、幼児児童生徒の集団コミュニケーションの力を育む。
６）就学進学の接続点での支援の充実とキャリア教育、部活動（外部人材の活用）の充実
３　聴覚障がい教育の専門性を高め、教員の資質を向上させ人材を育成する。
　１）授業研究、校内研究会を推進し外部研究会、研修会へ積極的に参加するなど、専門性の高い人材を育成する。
　２）ＩＣＴ活用や教材開発を進め、教員間での授業研究、日常的な研修・研鑽を進め授業力を高める。
　３）10年目経験者研修のメンタリングを取り入れ、初任者教員を育成する。
４　いくの聴覚言語センター（Ｉ-ＤＩＣアイディック）として、地域支援・保護者支援を充実させる。
　１）通級指導教室を充実させ地域支援のニーズにこたえる（訪問指導、相談、理解啓発授業の実施）
　２）地域の支援機関と連携し、地域の学校支援・保護者支援に努める。
　３）早期相談支援の充実をはかり、早い段階からの支援に努める。
５　交流をキーワードにした学校運営の改善
　１）ニーズに基づく情報発信を再構築（内容、媒体の整理）し、学校の情報発信力を高める。
　２）学部を超えた交流事業の拡充と学部を横断する業務の校内組織の見直しを図り、効果的効率的な学校運営で教育活動の質を向上する。
　３）包括的に校務と働き方を見直し、教職員のストレスや時間外労働を減らし、子どもと向き合う環境を改善する。


【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析
	学校運営協議会からの意見

	○回収率：児童生徒97.5％、保護者80.3％、教職員100％（H30は児童生徒100％、保護者78.6％、教職員97.3％）
○児童生徒肯定率　小学部86％→75.5％↓、中学部83％→86.4％↑
・小学部では、「大きくなった時のことを考える勉強がある」(35.8％)、「近くの学校や地域の人との交流は楽しい」(34％)の項目で否定率が高かった。
・低学年からのキャリア教育の必要性がある。また交流の充実に努める一方、校区の広さから実施上の困難さも課題である。
○保護者肯定率　幼稚部95％→87％↓、小学部82.2％→86.9％↑、中学部89.9％→91.2％↑
・幼稚部では、「給食を楽しみにしている」(22.9％)、「将来や進路について適切な指導を行っている」(20.8％)の項目で否定率が高かった。
・偏食の問題もあるが量を調整し、楽しんで食べる工夫を行う。また、進学先の見学会を継続し、懇談会の中で保護者への丁寧な説明に努めたい。
○教職員肯定率　84.8％→82.9％↓
・否定率の高かった項目「近隣の学校や地域との交流や連携が活発」(38.7％)、「学校組織の一体化」(37.3％)等について検討が必要である。

	第１回（７月11日実施）
・通学途中の安全にかかる対応について、再確認が必要。
・学校間交流の充実のみならず居住地校交流についての検討が必要。
・卒業後の進路に向け、聴覚障がい者（ロールモデル）の話を聞く機会は大切。
・体験的な行事をとおし言葉を育てていってほしい。
第２回（11月14日実施）
・学校教育自己診断の結果から、将来に関する悩みが大きいことがわかる。折に触れて、将来について話す時間を設定してほしい。
・全般的に肯定率が高く、コミュニケーションがよく取れているものと思う。
・交流に関する否定率が高いのは、健聴者との関わりへの不安の表れではないか。
第３回（２月18日実施）
・教育のめざしているところを、保護者にわかりやすく説明することが大切。
・思春期には親の介入も困難で、家庭と学校の連携が重要。
・否定率の高かった項目について真摯に検討したことは、高く評価できる。
・キャリア教育等、目に見えないことについて、教育の可視化が必要。





３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１．安全で安心して生活できる学校
	
（１）人権意識の向上と人権尊重の実践力の向上








（２）防犯・防災対策の充実










（３）アレルギー・医療的ケア・給食等に関する安心・安全体制の構築






（４）スクールカウンセラー等外部人材活用の充実

	
（１）
①人権委員会を首席部主事会等連絡会と同メンバーで定期開催、事象が起こった場合臨時拡大委員会として個別に、即時に対応する。



②人権研修は研究部で実施、外部講師の依頼は支援部で行う
　年間（２回）の実施とし、悉皆研修とする。


（２）ＰＴＡや地域と連携し防災対策を推進。
　


①緊急時安否確認連絡方法の確立。
　②聴覚障がい者への緊急情報保障の推進として文字情報システムを充実する、設置済の教室等への文字情報システムの緊急時の活用。
　③地域と連携した通学路の安全確保。



（３）アレルギー対応委員会、医療的ケア等委員会、食に関する委員会を組織し、アレルギーや医療的ケア等の事故ゼロをめざす。
　①アレルギーに対する情報提供（事象の周知）。
②エピペン講習会の継続実施。
③安全な医療的ケアの実施（看護師と教員の連携体制）。
　④調理場から教室へ発信（衛生教育・食育教育の充実）。



（４）スクールカウンセラー等の福祉医療人材活用の充実を図り、幼児児童生徒・保護者・教員が安心できる環境を作る　
　①スクールカウンセラーを効果的に活用し幼児児童生徒等のストレスを減らす。
　②ＳＴ、看護師等の更なる活用で他方面からの支援を得ることによって安心な指導ができる。

	
（１）
①自己診断（いじめ）結果、児童生徒、保護者の肯定率がそれぞれ85％以上
　児童生徒（H30 80％）
　保護者（H30 82％）
　
②人権研修実施２回
　教職員事後アンケートの肯定率80%以上

（２）自己診断（災害時対応）結果、肯定率が前年度以上
児童生徒（H30 96％）
教職員（H30 85％）
①場合別確認方法の作成
②全防災システム起動での避難訓練を年間２回実施
③地域「ふれあい協議会」に出席するとともに、地域防災訓練に参加する。


（３）アレルギーや医療的ケア等の事故が年間ゼロ
①ヒヤリハット情報の活用
②体験型の実践講習会を年度初めに1回実施
③看護師と教員が連携した医療的ケアの実施
④調理員も参加の食育教育の継続実施

（４）自己診断（医療と連携）結果、保護者の肯定率前年度以上
　保護者（H30 84％）
1 自己診断（学校が楽しい）の結果、児童生徒の肯定率前年度以上
　児童生徒（H30 81.6％）
②外部講師や各方面のボランティアの（新たな）活用を進める

	
（１）
いじめ対策委員会を４月より29回開催し、定期的な把握と、即時の対応に努めている。
①自己診断（いじめ）結果（△）
　児童生徒（R1　65.4％）
　保護者（R1　81.1％）

②人権研修会を７/12(性教育)、1/10(愛着障がい)に開催。(◎)
　　肯定率100%

（２）自己診断（災害時対応）結果(△)
　児童生徒（R1　88.5%）
　保護者（R1　92.4％）
　教職員（R1　73.3%）
①まちcomiメールの登録を進めている（登録
率91％）（○）
②６/４、1/27に防災避難訓練（火災・地震）を実施済み(○)
③ふれあい協議会及び地域防災訓練は案内が
なかったため参加していないが、生野警察
や府庁、大阪市と連携した合同点検実施済
み(○)
（３）現時点でアレルギーや医療的ケア等にかかる事故はゼロ
①事前準備を綿密に行い、事故０件(○)
②５月28日にエピペン講習会を実施(○)
③看護師３人配置。医療的ケア法定研修を教
員３人が受講。学校を医療的ケアが実施でき
る事業所登録として府に申請手続き中(○)
④児童生徒の栽培した野菜を食材として、給
食で提供（豆、大根等）(○)

（４）自己診断（医療と連携）結果
　保護者（R1　84%）(○)
①自己診断（学校が楽しい）結果
　児童生徒（R1　80.8%）(○)
②絵本の読み聞かせにかかる有償ボランティ
アを29回活用 (○)

	２．将来を見据えた学力の向上
	
（１）ＩＣＴ機器の活用(見てわかる授業づくり)

（２）幼児児童生徒の学習意欲を向上
一人ひとつチャレンジ



（３）読書活動の活性化

（４）新学習指導要領に対応すべく英語教育など教科指導や指導法の充実

（５）手話学習を設定し、コミュニケーション力を高める



（６）キャリア教育の充実

	
（１）電子黒板、書画カメラ等ＩＣＴ機器を活用した、見てわかる授業を推進する。


（２）学習意欲の向上をめざし各種検定へのチャレンジ、各種コンクール等の外部評価へ応募を積極的に推進する。




（３）デジタル図書の導入を図り、児童生徒の読書活動を活性化する。

（４）英語教育の促進、ＡＬＴの活用をし、英語のコミュニケーション力を高める。　



（５）集団活動の中で、手話を学習する機会の設定について検討し、今年度中の定着化を図る。




（６）外部人材を活用し、児童生徒が将来の進路について具体的にイメージできるよう、キャリアバンク事業の拡充を図る。
	
（１）自己診断（授業）結果、児童生徒の肯定率前年度以上
　児童生徒（H30 81.6％）

（２）一人ひとつチャレンジの促進(H30のべ175人以上の参加)




（３）図書貸し出し数を増加する
　（H30のべ2676冊）

（４）ＡＬＴの活用を前年度以上（年間36回以上）



（５）小学部では自立活動の授業において手話の学習を行う。中学部では週1回の集会活動において、手話学習を継続的に実施する。

（６）児童生徒を対象とした講演会を、学期に1回開催する
	
（１）自己診断（授業）結果
　児童生徒（R1　82.1％）(○)


（２）小学部126人、中学部69人ののべ195人が参加(◎)
　・大阪マラソンポスター最優秀賞受賞
　・全国聾学校合奏コンクール銀賞受賞
　・東京2020オリンピック・パラリンピックに向けたポスター募集にて金賞受賞
（３）のべ3026冊(○)


（４）のべ46回活用。 (○)




（５）小学部高学年では、必要語彙が増加するため、教科指導、児童会活動等において手話の指導を行っている。中学部では集会活動において音声言語のない手話だけで説明する場面を設定している。(○)

（６）中学部生徒を対象として、６/７、11/29に聴覚障がいのある薬剤師やイラストレーターを講師とした「キャリア教育講演会」を開催。また、聴覚障がいのある教育実習生による児童への講話の機会を設定。(○)

	３．聴覚障がい教育の専門性向上、教員の資質向上、人材育成
	
（１）研究・研修を通じて専門性の高い人材の育成
　
（２）ＩＣＴ活用や、教材開発を促進

	
（１）教員の専門性・資質の向上をめざし授業研究を活発化し専門性の向上をめざす。


（２）ＩＣＴ活用や教材開発において研修会を実施、教職員の聴覚障がい教育の専門性を向上させる。

	
（１）すべての学部において複数回、研究授業を実施する。


（２）自己診断（ＩＣＴ活用）の結果、教職員の肯定率が前年度以上
　教職員（H30 86％）

	
（１）幼稚部：６/21(２年生)、７/９（３年生）、７/12(１年生)で公開保育実施。小学部：10/10(３年生)、10/28(１年生)、11/22(３年生)、11/28(発音)で研究授業実施。中学部：10/３(家庭科)、12/11(体育科)で研究授業実施。(○)
（２）自己診断（ＩＣＴ活用）結果
　教職員（R1　84%）(○)

	４．いくの聴覚言語センターの機能整備、地域支援・保護者支援の充実
	
（１）通級指導教室の充実



（２）関係機関連携による地域支援・保護者支援

（３）早期相談支援の充実

	
（１）在籍校との連携を大切にした、通級指導教室の充実。




（２）支援部と連携し理解啓発研修を実施し聴覚障がい担当の地域教員への支援を行う（参加者年間延べ200人）。


（３）早期乳幼児の相談支援を充実させる。
　　より年齢層のニーズに合った相談体制をつくる。
	
（１）通級指導教室を利用している児童生徒が在籍している学校をすべて、年１回以上訪問して支援する。

（２）広報に努め、理解啓発研修
（参加者年間延べ200人以上）


（３）「こめっこ」と連携したモデル事業を、学期に１回開催する。

	
（１）30校すべての学校において訪問支援を実施(○)



（２）「障がい理解啓発研修」を年6回開催。のべ206人参加。(○)


（３）1学期：６/25(５歳対象)、２学期：９/17(３・４歳対象)、２/６(０～２歳対象)に事業を開催。　(○)

	５．交流をキーワードにした学校運営の改善
	
（１）学校の情報発信力を向上





（２）地域交流及び学部間交流の拡充


















（３）働き方改革に沿った取り組み
	
（１）情報提供の見直し保護者への情報提供を充実させる。


2 学校ＨＰの情報提供の充実と更新率の向上に取組む。



（２）地域との交流や校内での学部間交流を実施し、相互理解を深める。



　①近隣の学校や園と交流し、相互理解を深める。





　②小中合同活動を通し小学部児童が中学部生活への理解が深まるよう取り組む（体育祭・文化祭・部活動・給食等）。






（３）各分掌が機能的な組織として、課題を運営委員会で検討し、より能率的な業務分担をしていく。
①部務と校務分掌を整理。


②首席・部主事の定期会議と委員会を抱き合わせ、回数を減少する。

③新たなボランティア（インターンシップ等）の活用を行い、教職員のストレス度や時間外勤務による負担軽減に取り組む。
	
（１）自己診断（情報提供）の結果、保護者の肯定率前年度以上
保護者（H30 88％）
①学校ＨＰの各コンテンツ３回以上の発信


（２）自己診断（地域交流）の結果、児童生徒の肯定率を前年度以上とする
小学部（H30 88％）
中学部（H30 70％）
①近隣の学校や園との交流教育を、年間10回以上実施する




②学部間交流の実施（年３回以上）






（３）校務分掌体制の整理

①業務削減に向けた整理の継続


②自己診断（校内組織の一体化）の結果、教職員の肯定率前年度以上　  教職員（H30 69％）
③ストレスチェック、時間外勤務
　（前年度より減少）

	
（１）自己診断（情報提供）結果
[bookmark: _GoBack]　保護者（R1　83%）(△)
①学校新聞や保健だより、給食だより等については毎月更新できた。また、古いページの削除や最新の情報の掲載し、各コンテンツを３回以上更新できた。(○)

（２）自己診断（地域交流）結果
　小学部（R1　60.4%）(△)
　中学部（R1　76%）　(○)


①幼稚部：鶴橋幼稚園や東桃谷幼児の園と学期に１回なかよし会（交流）を実施。
　小学部：東桃谷小学校と１学期に全体交流、３学期に学年ごとの交流実施。
　中学部：夕陽丘高校との交流を実施（１/８）。
　合計13回　　(○)
②小中合同運動会（９/15）、小中合同文化祭（11/９）、小学部児童による部活動体験会を開催。(○)
＊参考：居住地校交流の実施
幼稚部：８人対象で毎週金曜日実施
小学部：19人対象で22回実施
中学部：４人対象で９回実施

（３）

①行事写真の外部委託や学部内の分担の調整、教員の行事付き添いの見直し等、業務削減に取り組んだ。(○)
②自己診断（校内組織の一体化）(△)
　教職員（R1　61.3％）

③ストレスチェック結果によると総合健康リスクが前年度よりやや高くなった。(△)
月80時間以上の時間外勤務
　H30は８人、R1は３人(○)







